
　

２
度
の
大
き
な
地
震
に
襲
わ
れ
た
熊
本
県
。
全
日
本
民

医
連
か
ら
の
要
請
で
、
利
根
中
央
病
院
の
職
員
も
総
合
診

療
科
の
鈴
木
諭
医
師
を
始
め
９
人
が
支
援
に
入
り
ま
し

た
。
熊
本
市
に
あ
る
「
く
わ
み
ず
病
院
」
に
派
遣
さ
れ
た

看
護
師
は
昼
か
ら
夜
中
ま
で
救
急
外
来
の
対
応
、
事
務
等

は
患
者
さ
ん
の
搬
送
や
転
倒
し
た
カ
ル
テ
倉
庫
の
整
理
作

業
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

支
援
参
加
者
か
ら
は
「
住
民
や
被
災
し
な
が
ら
も
医
療

に
携
わ
る
病
院
職
員
を
少
し
で
も
支
え
ら
れ
れ
ば
と
強
く

思
っ
た
。
今
後
も
現
地
支
援
だ
け
で
は
な
い
息
の
長
い
支

援
を
続
け
て
い
け
れ
ば
」
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

雨の中、約400人
参加

学
び
・
広
げ
・

　
実
践
の

　 

ス
タ
ー
ト

入
院
時
の

対
応
に
感
謝

　

６
月
18
日
に
行
わ
れ
る
通
常
総
代
会
に
む
け
、
４
月
～
５
月
に
か
け
て
全
支
部
で
「
支

部
総
会
」
を
開
催
。
２
０
１
５
年
度
の
振
り
返
り
と
２
０
１
６
年
度
の
活
動
方
針
の
確
認
、

総
代
会
議
案
の
事
前
説
明
を
受
け
て
意
見
交
換
す
る
の
を
目
的
に
と
り
く
ま
れ
ま
し
た
。

　

新
病
院
や
組
合
員
の
期
待
が
大
き
い
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
の
実
現
な
ど
に
つ
い

て
、
対
話
が
す
す
み
ま
し
た
。

た
時
は
ど
う
だ
ろ
う
。
漢
字
は
便

利
だ
。
し
か
し
、
具
体
的
内
容
の

確
認
が
必
要
な
こ
と
も
あ
る
▼

今
、
大
き
な
問
題
の
安
全
保
障
関

連
法
は
平
和
安
全
法
制
整
備
法
10

本
と
国
際
平
和
支
援
法
か
ら
な
っ

て
い
る
。
10
本
の
関
連
法
に
は
武

力
攻
撃
事
態
法
、
米
軍
等
行
動
関

連
措
置
法
、
海
上
輸
送
規
制
法
、

捕
虜
取
り
扱
い
法
な
ど
が
あ
る
▼

安
全
、
平
和
、
支
援
の
中
身
は
武

力
攻
撃
事
態
、
米
軍
等
行
動
、
海

上
輸
送
規
制
、
捕
虜
取
り
扱
い
と

い
う
こ
と
だ
。
具
体
的
中
身
の
吟

味
が
不
可
欠
だ
▼
「
戦
争
さ
せ
な

い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行

動
実
行
委
員
会
」
が
「
戦
争
法
の

廃
止
を
求
め
る
統
一
署
名
」
を

呼
び
か
け
た
。「
安
全
保
障
関
連

法
」
の
中
身
は
紛
れ
も
な
い
「
戦

争
法
」
で
あ
り
安
全
、
平
和
、
支

援
と
真
逆
の
も
の
と
の
認
識
か
ら

だ
▼
社
会
保
障
の
た
め
と
消
費
税

増
税
が
さ
れ
た
。
一
方
で
、「
医

療
難
民
」「
介
護
難
民
」
が
増
え
、

「
老
後
破
産
」
が
広
が
っ
て
い
る
。

憲
法
25
条
が
泣
い
て
い
る
▼
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
は
、「
道
半
ば
」「
継
続

が
だ
い
じ
」
間
も
な
く
「
ト
リ
ク

ル
ダ
ウ
ン
」
で
し
ず
く
が
庶
民
ま

で
落
ち
て
く
る
と
い
う
。
そ
の
道

筋
と
根
拠
の
確
認
が
必
要
だ
▼

「
協
同
の
力
で
い
の
ち
輝
く
社
会

を
つ
く
る
」
が
２
０
１
６
年
度
医

療
福
祉
生
協
の
中
心
テ
ー
マ
だ
。

６
月
・
７
月
は
教
育
学
習
月
間
、

「
日
本
国
憲
法
が
活
き
る
平
和
な

社
会
を
め
ざ
し
、
学
び
・
広
げ
・

連
帯
す
る
。」
と
り
く
み
を
開
始

す
る
。
言
葉
の
意
味
を
学
び
、
広

げ
、
い
の
ち
輝
く
社
会
を
つ
く
る

た
め
に
。

　
　
　
（
専
務
理
事
・
原
田
富
夫
）

　
「
利
根
」
の
文
字
を

見
た
時
、
何
を
思
い

浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か
。

「
と
ね
」
の
文
字
を
見

一人は万人のために 万人は一人のために

6 月 4 日から 10 日は『歯と口の健康週間』です。定期的な歯のチェックを受けましょう。

（１） 第561号2016年６月１日（毎月1回1日発行）

総会の合間に「脳いきいき体操」で頭の活性化（沼田東支部）

理事から議案説明をうける昭和東・南の組合員

利根保健生協　2016 年４月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・29,181 人
出 資 金 額・・・・1,520,492,000 円
平均出資金額・・・・・・・・・・・・・52,106 円

理事32名　監事3名　総代211名　班長1,420名

発　行　人　山 田 忠 夫　　　編集　「利根の保健」編集委員会
発行部数　21,800　　　　印刷　有限会社コトブキ印刷

　

各
支
部
総
会
で
出
さ
れ
た
意
見

や
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

　

病
院
関
係
で
は
、「
孫
が
入
院

し
た
時
の
対
応
が
と
て
も
良
く
、

大
変
感
謝
し
て
い
る
。
何
か
あ
れ

ば
、
ま
た
利
用
し
た
い
」「
い
と

こ
が
里
帰
り
分
娩
を
希
望
し
て
い

る
の
で
、
増
資
に
協
力
し
て
い
き

た
い
。」
ま
た
、
よ
り
利
用
し
や

す
い
病
院
に
と
「
麺
類
や
定
食
が

食
べ
ら
れ
る
食
堂
が
ほ
し
い
。
表

示
が
わ
か
り
づ
ら
い
」
な
ど
の
声

も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
随
時
、
改

善
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
患
者
さ

ん
か
ら
要
望
が
多
か
っ
た
ト
イ
レ

表
示
な
ど
院
内
の
案
内
表
示
は
、

６
月
中
に
改
善
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
や
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、「
社
会

福
祉
法
人
設
立
の
必
須
条
件
と
な

る
基
本
財
産
の
土
地
寄
付
と
は
」

「
事
業
者
と
し
て
選
定
さ
れ
た
場

合
に
は
、
利
根
保
健
生
協
か
ら
社

会
福
祉
法
人
に
旧
病
院
跡
地
を
寄

付
す
る
」
と
質
疑
応
答
。「
利
根

沼
田
地
域
に
多
く
の
特
養
が
あ
る

中
で
、
利
用
者
が
い
る
の
か
」

「
介
護
職
員
が
集
ま
る
の
か
心

配
」
な
ど
率
直
な
意
見
も
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

と
ね
診
療
所
に
お
い
て
は
、

「
待
ち
時
間
が
少
な
く
、
診
察
が

丁
寧
で
あ
り
が
た
い
」「
小
林
先

生
に
は
、
班
会
に
も
参
加
し
て
も

ら
い
た
い
」
な
ど
感
謝
の
声
と
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
の
医
療
福
祉
生
協
で

は
、
６
～
７
月
を
「
教
育
学
習

月
間
」
と
位
置
づ
け
、
と
り
く

み
を
始
め
ま
す
。

　

当
生
協
で
も
、
い
っ
そ
う
地

域
に
根
ざ
し
た
生
協
づ
く
り
の

た
め
、
仲
間
と
一
緒
に
学
び
、

い
の
ち
の
章
典
の
実
践
を
広

げ
、「
利
根
保
健
生
協
ら
し
い

地
域
包
括
ケ
ア
」
を
形
づ
く
る

力
と
し
ま
す
。

　

今
後
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
学
習

会
な
ど
が
企
画
さ
れ
ま
す
の
で

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

６
～
７
月

教
育
学
習
月
間

利根保健生活協同組合
〒378−0053  沼田市東原新町1861番地1
☎0278（22）6060　  FAX（22）6262

利 根 中 央 病 院
片 品 診 療 所
と ね 診 療 所
利 根 歯 科 診 療 所
生 協 み な か み 歯 科
介護老人保健施設とね
とね訪問看護ステーション
サニーホームひまわり

沼 田 市 沼 須 町
片 品 村 鎌 田
沼田市東原新町
沼田市高橋場町
みなかみ町後閑
沼田市東原新町
沼田市東原新町
沼田市高橋場町

☎（22）4321
☎（58）3910
☎（24）1202
☎（24）9418
☎（25）3399
☎（22）8855
☎（23）3706
☎（22）3223

http://www.tonehoken.or.jp/tonehoken-kumiai/
ホームページ で検索できます利根保健

地
域
で
率
直
な
意
見
交
換

熊本地震支援第８回 グラウンド・ゴルフ大会 開催 医師・看護師ら派遣
　５月17日、みなかみ町ホッケー場で第８回グラウンド・ゴルフ
大会（利根沼田グラウンド・ゴルフ協会共催）が開かれ、約400
人が参加しました。
　小雨の中、前半・後半の２グループに分かれて競技開始。途中で
雨が強くなり24ホールのうち８ホールのみで終了となりました。

【 成 績 】
団体
 優　勝  薄根支部
 準優勝  沼田北支部
 三　位  利南支部
個人 男子の部
 優　勝  樋口　　仁（沼田南）
 準優勝  杉木　哲二（昭和東）
 三　位  白井孝四郎（沼田北）
個人 女子の部
 優　勝  牛口　すみ（薄根）
 準優勝  見城テル子（薄根）
 三　位  渡辺美恵子（高山）

支部総会

雨の中、約400人
参加

●
利
根
保
健
生
協
と
し
て

　
　
　
　
　
　
（
５
／
21
現
在
）

人
的
支
援
：
病
院
医
師
3
人
、

　

看
護
師
3
人
、
事
務
等
3
人

物
資
支
援
：

　

水（
２
ℓ
×
６
本
）
90
箱
、

　　　　
　（
５
０
０
㎖
×
24
本
）８
箱

義
援
金
：
９
６
８
、８
４
７
円

　

引
き
続
き
、
６
月
末
ま
で
生

協
本
部
ま
た
は
各
事
業
所
で
支

援
募
金
を
受
付
中
で
す
。



2015年度のまとめ
組合員活動
①栃木保健医療生協の宮本常務を招いて理事
会主催「学習講演会」を開催し、健康づく
りを通じた地域での支え合い活動を学びま
した。
②川田支部では毎月支部ニュースを発行し、
利根北支部や新治合同でも班会開催の案内
や生協強化月間のお願いなど工夫した内容
で支部活動を発信しました。
③「組合員ホール」や「たまり場」を活用し
て笑いケア、ヨガ、健康マージャン教室な
どの趣味・サークル活動が定着してきまし
た。健康づくりや仲間づくりを後押しする
特技リーダー制度もつくり、4名が登録し
ています。
④通信教育を組合員 48人が受講し、そのうち
「地域包括ケア」コース受講は 33人、「健康
づくり」コース受講は 13人でした。
⑤役員・運営委員等へ「いのちの章典実践ガ
イドライン」を配布しました。いのちの章
典実践交流集会には 9人が参加して 6演題
を報告しました。
⑥組合員ふやしは病院新築移転に伴う通院支
援登録者の急増や個人加入の広がりにより、
1,394 人で目標 1,200 人を達成しました。
班会開催では目標1,000回に対し894回（実
班会 622 回）、機関紙配布者の純増では目
標50人に対し15人でした。新病院内覧会・
竣工まつりや「竣工記念増資」や「チャレ
ンジ 5,000 坪」のとりくみに多くの協力が
寄せられました。しかし、出資金ふやしでは、
目標3億5,000万円に対し1億1,945万円、
純増額 6,296 万円でした。2012 ～ 2015
年度「7億円増資」の到達では、4億 7,603
万円、純増額 2億 8,093 万円でした。
⑦支部長・担当理事への委任による死亡脱退
（10万円未満）のしくみを整備し、68件（2
月末）の活用がされました。その結果、名
義変更による組合員名簿の整理がすすみま
した。
⑧ブロック制により正副支部長会議等での意
見交換が活発化し、生協活動が身近になり
ました。地域での課題が明確になり具体化
しやすくなりました。

健康づくり活動
①「健康チャレンジ」を 500 人目標で取り組
みました。組合員 223人、職員 137人合わ
せて 360 人の参加があり、チャレンジシー
ト提出者は 193人でした。
② 5・31 ＷＨＯ世界禁煙デーの取り組みとし
て、病院・片品診療所・利根歯科診療所で
禁煙パンフとテッシュの配布を行いました。
禁煙ポスターの応募を利根沼田、高山村の
小・中学校に呼びかけ、沼田中学校 31 枚、
薄根小学校 6枚、利根東小学校 2枚の応募
があり、3人が入賞しました。
③「歯と口の健康週間」では歯のチェックを
実施し、班会や地域での集まりで「あいう
べ体操」を実践し、予防活動を行いました。
④第 7 回グラウンドゴルフ大会が 453 人参
加で行われました。増資窓口に 12 人から
112 口の出資金が寄せられました。健康
チェックサポーター、歯科職員の協力で、
血圧チェック 123 人、体組成チェック 51
人、歯科チェック（サリバスター 11人、Ｒ
Ｄ 11 人）の健康チェックが行われました。
また、ハイキングウォーキングでは天候不
良の中、組合員さんと職員合わせて 20人が
参加し赤城山の散策を行いました。
⑤「地域まるごと健康づくり」として、ＨＰ
Ｈ（健康増進活動拠点病院）活動では健康

班会でピロリ菌チェックを組合員にすすめ
ました。また、健康チェック総数は 7,698
回実施することができました。
⑥脳いきいき班会は新たな班数を増やすこと
ができませんでした。笑いヨガケア体操は
班会やいろいろなイベントで広めることが
できました。
⑦セーフティウォーキングの班会メニューを
作成することはできませんでした。

まちづくり活動
　アンケートやマップづくりを中心におこな
いました。
①「利根沼田周辺地域の生活実感と意識に関
するアンケート」調査のまとめはできたが、
活用までには至りませんでした。

②井土上町の地域マップをまちづくり活動責
任者会議で報告し、工夫されたアイデアと
評価されました。マップ作成にあたっての
ルールをつくり、全支部での作成を呼びか
けました。
② 9月開院した新病院の中に新たなたまり場
として組合員ホール「きらめき」ができフ
ラダンスやヨガなどの教室が始まりました。

③みなかみブロックでは、全国社会福祉協議
会発行のサロンパンフレットの学習をし、
サロンと班活動の関係を話し合いました。
④見守り活動と消費者被害を予防する啓発活
動にとりくみました。
⑤各自治体の情報分析に基づく事業提案には
至りませんでした。
⑥サービス付き高齢者向け住宅「サニーホー
ムひまわり」が開設されました。また、病
院移転後の跡地利用ＰＪ（あいあいＰＪ）
が発足し、跡地活用についての議論が始ま
りました。
⑦放射線測定は委員を中心に年 2回の測定を
行いました。どんぐり保育園では毎月測定
にとりくみました。雨どいの下はやや高い
数値となっています。

ボランティア活動
①片品診療所とみなかみ歯科虹ホールでの梱
包は、支部役員や組合員の協力で交替制が
確立しスムーズに作業が行えるようになり
ました。さらに、猿ヶ京支部では作業を地
元で行い、新巻支部・利根北支部でも班長
配達を役員で行う体制が確立されました。
新病院への梱包の分散は引き続き検討課題
となりました。
②新病院ナビゲーター養成講座をボランティ
ア学校と位置付け、玄関ボランティア参加
者の大半が受講しました。事業所単位での
ボランティア学校開催は検討課題となりま
した。
③ボランティア登録制度の広報すすまず広が
りませんでした。しかし、新病院ナビゲー
ター養成講座受講者の中から、現ボランティ
ア含む 29人の登録者があり病院ボランティ
アの輪が広がりました。

④新病院でのボランティア活動は、生協ルー
ムが設置されたことで管理運営がスムーズ
にできるようになりました。ボランティア
活動への参加を促すためボランティア協力
費として交通費の支給及び玄関ボランティ
アが通院支援を利用できるようにしました。
ボランティアの協力で花壇作りができ、来
院者をなごませました。
⑤ボランティア活動ごとの交流はできました
が、ボランティア全体での開催には至りま
せんでした。
⑥コープぐんまの有償ボランティア活動につ
いて意見交換を行いました。

人材の確保と育成
①初期研修医の班会参加を研修スケジュー
ルに組み込みましたが、4月の導入時研修
時の参加のみとなりました。医学生は実
習メニューの中に生協活動にかかわるスケ
ジュールを組み、班会やまちかど健康チェッ
クに 8名が参加して医療生協の活動を体験
しました。医局バーベキューに人材確保委
員が参加し、常勤医師や医学生と交流し、
研修医が利根中央病院を選択することに貢
献しました。
②医療講演・懇談会の開催は 1回の開催に留
まりましたが、整形外科の須藤先生による
「関節の痛みについて」（12/12 開催）には
82 名が参加し、質問も多く出されました。
恒例の医師の労をねぎらう「ふるまい会」
を 2回開催しました。たらし焼き（7/13）、
おしるこ（11/16）ともに多くの医師から
喜ばれ、人材確保委員との交流の場ともな
りました。

③非常勤医師の子供を保育園で受け入れるな
ど、子育て世代の働きやすさの充実にとり
くみました。役職員の名刺に「くるみんマー
ク」を入れアピールにも努めました。
④医療職紹介カードでの情報提供や紹介はあ
りませんでしたが、人材確保委員から個別
の情報が報告されました。より記入しやす
い、提出しやすい紹介カードとするための
書式、体裁の検討を始めました。

2016年度の方針
組合員活動
①ブロック会議およびブロック正副支部長会
議で相談し、「1ブロック 1独自活動」をす
すめ、支部分割で「顔の見える関係づくり」
を追求します。
②趣味や特技を生かした“出番づくり”をひ
ろげ、班会やサロン活動、たまり場づくり
の地域支えあい活動につなげます。
③病院の健康プラザ、付属棟を中心として、
多世代交流の場をつくります。
④自治体や地域包括支援センター、コープぐ
んまと連携し、いのちとくらしの要望に対
応する全住民対象の地域に開かれた学習会
を開催します。
⑤生協活動を豊かにし、地域のおもいをかた
ちにするため、組合員ふやし 1,200 人（純
増 600 人）、出資金ふやし 1億 2,000 万円
（純増 7,500 万円・出資者割合 30％）、班会
開催 1,000 回（実班会 700 回）、機関紙配
布者の純増 20人を目標とします。
⑥所在確認通知の発行や支部・職員の協力で
不明組合員調査を実施し、組合員台帳の整
理をはかります。　

健康づくり活動
①自らの健康づくり目標を選び、実践する「健
康チャレンジ」に取り組みます。組合員以
外の方々にも呼びかけ健康増進・つながり
づくりに役立てます。新たに「キッズ健康

チャレンジ」（仮）を作成し、幼稚園・小学
校へ呼びかけ、こどもの健康増進にも取り
組みます。
②世界禁煙デーにポスターコンクールへの参
加を広く呼びかけ、禁煙の啓発と世論喚起
を行い、禁煙外来をアピールします。
③健康習慣の重点課題のひとつとして「口の
健康」を位置づけ、「お口の健康週間」にと
りくみ、「あいうべ体操」をさらに広めます。
④グラウンドゴルフ大会、ハイキングウォー
キングを企画し、組合員さんとの交流と健
康増進をすすめます。
⑤「地域まるごと健康づくり」として、ＨＰ
Ｈ（健康増進活動拠点病院）活動と連携し
て健診の受診運動と利用結集へつなげます。
⑥認知症予防のため、脳いきいき班会、笑い
ヨガケア体操を班会やいろいろなイベント
で広めます。
⑦すこしお生活の取り組み
【1】ちょっとかけスプレーの普及（販売目

標 100本）
【2】 班会参加者へみそ汁塩分チェック（実

施目標 100 回）・尿チェック（実施目
標 500 回）を呼びかけ、おしっこ調べ
月間（仮）を設定し、月間中は全班会
での実施を呼びかける。

【3】すこしお（減塩）レシピコンテストの
開催

まちづくり活動
①安心安全のまちづくりをめざすため以下の
目標にとりくみます。
⑴まちづくりアンケートの集計をもとに、
自治体・社会福祉協議会・敬老会・地域
関係機関との懇談を全ブロックで始めま
す。
⑵地域マップづくりについて学習会を開き
ます。まずは自らの支部・町・班の現状
を知ることを目的に、全支部で作成にと
りくみます。
⑶子どもをめぐる問題について検討を始め
ます。

②現在のたまり場の活性化及び新たなたまり
場づくりやいきいきサロン開催を援助しま
す。
③あいあいＰＪ（旧利根中央病院付属棟活用
ととね診療所新築移転計画検討会議）を中
心に跡地利用の具体化を進めます。また、
社会福祉法人の立ち上げ、特別養護老人ホー
ム建設に向けての協力をします。
④放射線測定と酸性雨測定を継続します。

ボランティア活動
①東部（片品診療所）・中央（生協本部）・西部（み
なかみ歯科）の 3か所での機関紙梱包作業
も軌道にのり、今後は病院を拠点とする南
部への分散は南部ブロックで論議して体制
作りに着手します。
②ボランティア学校を事業所ごとに開催でき
るよう進め、担い手を育成します。
③ボランティア登録制度を勧め、日常業務や
行事（案内係り・花壇整備・植栽）等に協
力できるボランティア体制を構築します。
④ボランティアの交流会（冬季）や学習会・
研修会（夏季）などを合同でも開催できる
ようすすめます。
⑤コープぐんまの有償ボランティア活動につ
いて、さらに意見交換の場をもちながら生
協としての方向性をみつけます。

人材の確保と育成
①医師、医学生の班会やまちかど健康チェッ
ク等の医療生協活動への参加を組織して、
組合員との関わりの中で医療生協・民医連
の理念に共感する、職員の確保と養成をす
すめます。
②医療講演・懇談会の年間 2回以上の開催を
目指します。組合員をはじめ参加者の「学
ぶ場」として、多くの参加が得られるよう
に内容を検討します。
③医師の労をねぎらう「ふるまい会」を引き
続き企画し、医師と組合員との交流の場を
つくります。初期研修のマッチングのため
に実習に訪れる医学生への働きかけの場と
して、医局のバーベキューへの組合員参加
にもとりくみます。
④組合員・職員からの情報収集のためのツー
ルとして、より使いやすい医療職紹介カー
ドの作成を進めます。
⑤ホームページやフェイスブック、ブログな
どを活用して、効果的な宣伝活動にとりく
みます。

平和・社会保障活動

組合員ホールきらめきでのヨガ教室

2016年度の方針
＜利根中央病院＞
スローガン：「かかりやすい外来。
　　　　　　　 　断らない入院。
　　　　　　　　　　　 選ばれる病院。」
①かかりやすい外来、利用しやすい健診セン
ター、断らない入院の実践で患者・利用者
を増やし、新病院建設経営計画を達成しま
す。
②医療機能評価受審を通過点に、業務の安全
性と効率性を意識して、医療の質の向上を
すすめます。また、接遇改善も継続して取
り組みます。
③地域・住民のニーズに応える地域包括ケア
づくりに向けて、行政・医療機関・開業医・
他団体と連携して、求められる病院機能を
追求し役割を発揮します。
④治す医療から支える医療に向けて、どの科
でも生活習慣病や認知症などを診療でき
る、かかりつけ医機能を促進させます。

⑤職員が医療者としても社会人としても成長
できる教育環境を整備し、自らの質の向上
と職種を超えて協力し合える病院づくりを
進めます。
⑥職員同士が高め合う風土をつくり、医師の
働きやすさとやりがいを向上させ、医師の
確保と養成に繋げます。

＜利根歯科診療所＞
①「気軽にかかれ」「なんでも言え」「安心し
て納得の治療を受ける」ことができる歯科
診療所をめざします。訪問歯科診療の充実
をはかります。
②利根中央病院に常勤化した歯科衛生士と連
携し、口腔ケア、リハビリを強化し入院患
者の口の健康を守ります。

③３人の歯科臨床研修医の研修を成功させる
とともに、研修施設の充実と歯科医師体制
の強化をはかります。
④地域訪問、班会に参加し口の健康づくり運
動を発展させます。北毛保健生協との連携
を行い、北毛地域での保健組織活動に寄与
します。
⑤利用委員会の活動強化を図りよりかかりや
すい歯科、健康づくりの拠点としての歯科
のあり方を論議します
⑥生涯にわたる歯の喪失予防への取り組みを
基本に、「治し支える医療」「生きがいを支
える歯科医療」の実現を目指します。

＜片品診療所＞
①地域に開かれた連携拠点となる事業所づく
りをすすめます。子供から高齢者まで幅広
く地域組合員を支え、住み慣れた自宅で過
ごせるよう訪問診療や訪問看護の要望に応
えられる診療所を目指します。
②摂食機能訓練や睡眠時無呼吸症候群の治療
など、医科歯科の連携を強化します。また
口腔ケアの学習会を行うなど職員のスキル
アップに努めます。
③地域包括ケアの担い手として、医療、介
護、福祉分野と連携を強め役割分担を明確
にし、地域住民の様々な要求に答えられる
サービスの実現を目指します。
④職場学習会を担当制にして定期的に行い職
員間で情報を共有し、より患者様の立場に
立った医療を目指します。
⑤よりかかりやすい診療所を目指し、夕方の
診療延長や通院支援の拡大を行い地域住民
の要望に応えます。

＜生協みなかみ歯科＞
①引き続き経営黒字を維持し、組合員の財産
を守り発展させます。
②地域の介護施設・医療機関と協力し、地域
包括ケアに対応できる事業所運営を行いま
す。

③医療生協職員として、民医
連加盟団体として成長する
ための教育活動を重視しま
す。また、学会や研修会に
参加し専門職種としてのス
キルアップを支援します。
④「保険で良い歯科医療」の
署名、歯科のＳＤＨ（疾病
の社会的要因）事例を集め
にとりくみ、社会保障制度
充実や組合員の健康を守る
取り組みを継続します。
⑤歯の保健教室の開催やまち
かど健康チェックへ参加で
お口の健康の大切さを広め
ます。

　　また、組合員への加入・増資を呼びかけ
組織基盤強化に貢献します。

＜とね在宅総合センター＞
①引き続き利用者の立場に立ち、安心、安全
なサービスを提供できるよう、質の向上と
接遇改善に取り組みます。
②地域連携・事業所間連携により在宅総合セ
ンター全体での黒字を実現します。
③在宅支援診療所を取得して 24 時間在宅療
養に対応します。また、外来診療、検査、
健診を拡充し、早期の新築移転を具体化し
ます。
④在宅強化型老健（※）の取得準備、サニー
ホームひまわりの早期満床、短時間リハビ
リの一日稼動、訪問リハビリの拡充をしま
す。
（※）在宅復帰率 50％以上、ベット回転
率 10％以上、要介護４又は５の利用者
35％以上の要件を満たす在宅復帰・在宅
支援機能が高い老健施設。

⑤社会福祉法人の立ち上げ、特養建設の具体
化に協力します。
⑥キャリアパスに基づく教育要綱の作成など
雇用の確保と育成に努めます。

2015年度のまとめ
①「9の日行動」は他団体と連携し毎月の活
動として定着しました。
②みなかみ町と懇談はできましたが、全自治
体での懇談にはなりませんでした。
③原水爆禁止世界大会には 2名が参加し、国
民平和大行進には、職員が多く参加しまし
た。
④「利根の保健」に掲載された「戦争体験記」
を冊子として発行し、750 冊を販売しまし
た。
⑤東日本大震災被災者支援活動は、代表者を
2回派遣し、現地の状況など報告会にも取
り組みました。
⑥群馬県高齢者運動連絡会や日本高齢者大会
に積極的に参加しました。

⑦マイナンバー制度学習と平和活動報告の社
保学校を開催し、30 名を超える参加者が
ありました。
⑧利根沼田社保協の再建に向けての準備は、
進みませんでした。

2016年度の方針
①憲法を守り、安全保障関連法の廃止を求め
る運動を続けます。
②他団体と連携した「9の日行動」を継続し、
活動の幅を広げます。
③まちづくり委員会とも連携しながら、自治
体や社協などと懇談し、安心して住み続け
られる地域づくりをすすめます。
④原水爆禁止世界大会や国民平和大行進、「平
和のための戦争展」、沖縄辺野古基地移設
反対運動など、様々な団体と協力して運動
をすすめます。
⑤「戦争体験記Ⅰ」の完売をめざし、その続

編を発行できるよう準備をすすめます。
⑥原発ゼロをめざす運動にとりくみ、東日本
大震災被害者支援活動も継続します。
⑦群馬県高齢者運動連絡会や日本高齢者大会
に多くの参加者を組織します。
⑧学習はもちろん、様々な活動を知らせる機
会として「社保学校」を継続します。

保健組織活動

一人は万人のために 万人は一人のために

酸っぱい味のものは唾液をたくさん分泌するため、間接的に口の中を清潔に保つことを助け、酸性化を抑えます。

（３） 第561号2016年６月１日（毎月1回1日発行） 利 根 の 保 健

丈夫な歯を保つためには食習慣にも注意が必要です。歯の形成に欠かせないカルシウム。その吸収を助けるビタミンＤが豊富な魚介類などを毎日バランスよくとりましょう。

（２）第561号2016年６月１日（毎月1回1日発行）

①全事業所の機能を活かし、組合員の利用と結
集をすすめ、今年度経営計画を達成します。
②沼田市街地での特別養護老人ホーム実現に向
けて、社会福祉法人「とね虹の会」設立準備
会を支援します。
③安心して住みつづけられるまちづくりを組合
員と組合員、組合員と地域の「つながり」で
推しすすめます。
④とね診療所を在宅医療の拠点にします。その
ために、役職員・組合員の力で新築移転を具
体化します。
⑤戦争体験を幅広い世代で伝えあい、幅広い団
体と連携しあい、憲法を守り、安全保障関連
法の廃止を求める運動を拡大します。

2016年度 スローガン（案）2015年度のまとめと2016年度活動方針（案）
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サニーホームひまわり開設

高校生看護体験

医療・介護・福祉活動

よ
う

　 

こ
そ

新
し
い
仲
間

▼
４
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
106
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

４
月
の

新
加
入
者

2015年度のまとめ
新病院が 9月、サニーホー
ムひまわりが 1月に開設し、
法人全体の事業収益は 71 億
624 万円となりました。事業
による剰余金は、病院建設に
よる減価償却費の増加などに
より、▲ 6億 2,843 万円、経
常剰余金は▲ 6億 5,236 万円
となりました。財務の状況は、
総資産が 120 億 7,980 万円
と、病院建設により前年より
21 億 6,259 万円増加しまし
た。出資金は 6,296 万円増加
し、15 億 2,162 万円となり
ました。
患者件数（実患者数）は病
院の入院・外来、老健とね入
所・短時間通所、訪問看護、

とね診療所、ヘルパーステー
ション、利根中央病院居宅介
護支援事業所、生協みなかみ
歯科で前年を超え、利用結集
がすすみました。

2016年度の方針
利根中央病院の施設と機能
を活かしきり、経営計画をや
りきることが最大の課題とな
ります。医科・歯科・福祉
事業の切れ目ない連携と、組
合員の協同で、安心のネット
ワークを広げ、これからも、
地域で長生きを素直に喜べる
まちづくりを進めてゆきま
す。
組織活動では、前年度から
はじまったブロック活動で
「支部活動」を後押しし、5か
年計画で確認した目標の達成
に向けて組合員活動をすすめ
ます。

経営活動

地域訪問（須川支部）

支部名 班　　名 班長・代表名 人数 班 会 内 容

沼田東 上原町 7-3 生方　輝房 5 食事と運動

材木町 11-3 小林永久子 6 体組成チェック

材木町 1 小野　のぶ 3 茶話会

西原新町 11-1 得能　淑子 4 大腸がんチェック

沼田中 沼田中支部合同 綿貫　藤江 6 お花見

沼田南 鍛冶町 10 馬場半次郎 5 糖尿病ってどんな病気？

沼田北 いこい句会 永井　達郎 5 俳句会

利根北 平川合同 井上　裕次 12 グラウンド・ゴルフを楽しもう（4回）

大原合同 金子　好男 25 健康体操（4回）

利根南 二本松１ 佐々木明美 6 脳トレ・食事の摂り方

川　場 中野合同 小野里まさ代 6 腎臓の働きと透析の話

湯原太郎合同 田中　利明 11 足指力チェック

利　南 上久屋馬場 織田澤澄世 4 転倒予防のコツ

白　沢 尾合上 角田　梅子 6 健康で長生きのコツ

昭和南 川額入原上１ 板橋きみ枝 6 筋トレ・歌・体操

川額入原上２ 高橋　マキ 5 筋トレ・歌・体操

川額入原中２ 堤　　栄子 5 筋トレ・歌・体操

川額入原下１ 堀沢　雅子 5 筋トレ・歌・体操

川額入原下２ 堤　　モリ 5 筋トレ・歌・体操

スローエアロビクラブ 小野　節子 10 体組成チェック

沼田西 清水町合同 小池よし子 5 ゼリー作りとお花見 ･笑いヨガ

薄根町合同 生方勢津子 4 ゼリー作りとお花見 ･笑いヨガ

薄根町合同 三ツ井久雄 3 ゼリー作りとお花見 ･笑いヨガ

榛名町合同 金子　京子 5 ゼリー作りとお花見 ･笑いヨガ

榛名町合同 加藤　岩男 4 ゼリー作りとお花見 ･笑いヨガ

薄　根 硯田町上 佐藤　生一 4 骨粗鬆症について

硯田町下 金子　幸子 5 骨粗鬆症について

白岩町合同 田村　大吉 4 骨粗鬆症について

川　田 ひだまりの会 岡野　行男 94 健康マージャン広場（8回）

ひだまりの会 岡野　行男 66 業務用カラオケを楽しもう（9回）

月夜野東 政所合同 中村　秀夫 5 認知症予防体操

政所合同 江口　健己 5 認知症予防体操

真庭合同 真庭　利治 5 認知症予防体操

後閑上・下入合同 渋谷　典子 7 動脈硬化症のはなし

後閑合同 深津ハルイ 7 ゲートボール・お花見

下牧原の中 山田八重子 4 つながりマップ作成に向けて

下牧原－２ 高橋　ミネ 3 つながりマップ作成に向けて

虹の会 木村かよ子 14 絵手紙教室（2回）

さわやか班 都丸　富子 8 健康促進お花見会

月夜野西 月夜野町組 12-1 長濱　水郎 5 不整脈について

月夜野町組 2-2 丸山　　功 5 不整脈について

月夜野橋下合同 岡田　完二 5 お団子づくり・笑いヨガ

月夜野橋上合同 石田千恵子 4 お団子づくり・笑いヨガ

水　上 藤原明川・分譲地合同１ 大坪　義一 4 セラバンド体操

藤原明川・分譲地合同２ 朝倉　　薫 4 セラバンド体操

鹿野沢 1-2 武田　澄江 4 脳トレ・ころばん体操

鹿野沢 2 小幡サチ子 4 脳トレ・ころばん体操

鹿野沢芦間上 黒田　初枝 3 脳トレ・ころばん体操

鹿野沢６ 小林マサ子 3 脳トレ・ころばん体操

鹿野沢芦間下 1 羽鳥　孝子 4 脳トレ・ころばん体操

猿ヶ京 猿ヶ京合同 高橋よね子 16 軽体操・骨密度チェック

猿ヶ京合同 都丸　君子 15 軽体操・骨密度チェック

須　川 須川十二河原 富沢カヅエ 5 食生活のはなし

須川須川２ 竹田つや子 3 セラバンド体操

須川須川４ 水野喜美子 4 セラバンド体操

職域・他 福寿草 岡嶋　禎子 25 脳いきいき・ラジオ体操

病棟・他 ふれあいの輪 西畠みどり 14 花粉症の対策

総　計 82 班 519 人

４月班会開催一覧

支部名 会　　場
昭和東・南 昭和の湯
高山 高山温泉ふれあいプラザ

4月まちかど健康チェック開催一覧

新病院竣工まつり

９の日行動



歯
科
と

こども歯の保健教室

利根歯科・生協みなかみ歯科　同日開催！

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア

フ
レ
イ
ル
を

予
防
す
る
に
は

食
べ
ら
れ
な
く
な
る

原
因
は
？

利 根 の 保 健 （４）第561号2016年６月１日（毎月1回1日発行）

食感が適度に硬いせんべいや野菜などは歯や顎の骨を鍛えます。脳細胞を刺激し、脳の活性化にもつながります。

　

最
近
歯
科
で
は
フ
レ
イ
ル
や
サ

ル
コ
ペ
ニ
ア
と
い
っ
た
言
葉
を
耳

に
し
ま
す
。
砕
け
た
言
い
方
を
す

れ
ば
フ
レ
イ
ル
と
は
様
々
な
要
因

か
ら
要
介
護
状
態
の
一
歩
手
前
の

状
態
を
表
し
て
お
り
、
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
と
は
、
筋
肉
量
が
減
少
し
て

し
ま
う
状
態
の
こ
と
を
表
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
長
期
入
院
な
ど
で
寝

た
き
り
の
状
態
が
続
き
、
栄
養
状

態
も
低
下
し
て
し
ま
い
、
筋
力
が

低
下
し
て
し
ま
う
。
そ
う
す
る
と

さ
ら
に
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

低
下
す
る
た
め
に
さ
ら
に
栄
養
摂

取
が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
そ
こ

に
精
神
的
要
因
も
絡
み
介
護
が
必

要
な
状
態
に
移
行
し
て
し
ま
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
こ
の
フ
レ
イ
ル
を

予
防
す
る
こ
と
が
要
介
護
を
防
ぐ

手
立
て
に
な
る
と
も
い
え
ま
す
。

　

歯
科
と
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
関
わ

り
も
最
近
で
は
多
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
特
に
栄
養
に
か
か

わ
る
分
野
に
お
い
て
も
口
は
食
物

の
入
り
口
で
あ
り
、
低
栄
養
を
予

防
す
る
う
え
で
も
と
て
も
重
要
な

器
官
で
す
。
い
く
つ
か
往
診
を
す

る
中
で
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
）
脳
梗
塞
で
退
院
し
た
が
口
に

食
べ
物
を
入
れ
た
ま
ま
な
か
な
か

飲
み
こ
め
な
い
と
い
う
方

　

こ
の
方
の
場
合
に
は
脳
梗
塞
の

マ
ヒ
に
よ
り
舌
の
動
き
が
非
常
に

悪
く
な
っ
て
し
ま
い
、
口
の
中
の

食
べ
物
を
う
ま
く
咽
頭
に
送
り
込

め
な
い
た
め
に
な
か
な
か
飲
み
こ

め
な
い
状
態
で
し
た
。
こ
の
よ
う

に
う
ま
く
舌
が
動
か
な
い
と
き
に

は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

舌
の
筋
力
を
上
げ
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
も
う
ま
く
い
か
な
い
場

合
は
入
れ
歯
の
厚
み
を
増
し
て
舌

の
動
き
を
補
っ
て
あ
げ
る
こ
と
で

上
手
く
食
べ
物
を
送
り
込
め
る
よ

う
に
し
ま
す
。
実
際
に
そ
う
し
た

ケ
ー
ス
で
飲
み
こ
み
が
よ
く
な
っ

た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

２
）
食
べ
る
と
む
せ
て
し
ま
う
。

水
も
む
せ
て
し
ま
う
方
。

　

こ
の
よ
う
な
方
も
最
近
は
多

く
、
ま
ひ
な
ど
が
な
く
て
も
む
せ

て
し
ま
う
方
は
多
い
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
方
は
ま
ず
は
食
べ
る

時
の
姿
勢
が
重
要
で
す
。【
図
1
】

の
よ
う
な
正
し
い
姿
勢
で
食
事
を

と
る
こ
と
で
む
せ
を
予
防
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
。
例
え
ば
足
が
地

面
に
つ
い
て
い
な
い
、
首
が
後
ろ

に
傾
い
て
い
る
、
お
尻
が
前
の
方

に
行
っ
て
し
ま
う
と
む
せ
や
す
く

な
り
ま
す
。
ま
た
姿
勢
だ
け
で
な

く
一
口
の
量
が
多
す
ぎ
る
と
む
せ

に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
内
視
鏡

を
用
い
た
診
察
に
よ
り
食
形
態
を

考
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

さ
ら
に
、
唾
液
の
量
が
低
下
し

口
の
中
が
乾
燥
す
る
と
飲
み
こ
み

に
く
く
な
り
ま
す
。
適
度
に
口
を

潤
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

３
）
入
院
中
に
入
れ
歯
を
外
し
て

い
た
ら
入
ら
な
く
な
っ
た
方

　

最
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

長
期
入
院
に
よ
り
歯
茎
が
や
せ
て

し
ま
う
、
あ
る
い
は
口
の
周
り
の

筋
肉
が
委
縮
し
て
し
ま
い
入
れ
歯

が
い
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
口

が
乾
燥
し
て
入
れ
歯
を
入
れ
る
と

痛
い
方
が
い
ま
す
【
図
2
】。

　

入
れ
歯
が
入
っ
て
い
な
い
と
栄

し
、
き
ち
ん
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
回
復
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
予
防
に
は
適
度
な
運
動
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
当
院
で
勧
め
る

「
あ
い
う
べ
体
操
」も
効
果
的
で
す
。

　

高
齢
者
の
方
に
は
歯
科
治
療
を

受
け
た
く
て
も
動
け
な
く
て
中
々

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
利
根
歯

科
診
療
所
で
は
訪
問
診
療
も
行
っ

て
い
ま
す
。
治
療
の
内
容
は
機
材
、

材
料
の
制
約
が
あ
る
の
で
す
べ
て

診
療
所
と
同
じ
よ
う
に
と
は
い
き

ま
せ
ん
が
、
虫
歯
の
治
療
は
も
ち

ろ
ん
入
れ
歯
の
治
療
、
歯
周
病
の

治
療
な
ど
幅
広
く
対
応
し
て
お
り

ま
す
。
健
康
で
最
後
ま
で
自
分
の

口
か
ら
食
べ
ら
れ
る
よ
う
こ
う
し

た
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

実
際
に
上
記
に
記
し
た
ケ
ー
ス

は
病
気
な
ど
で
長
期
入
院
が
課
せ

ら
れ
筋
力
が
低
下
し
て
し
ま
っ
た

ケ
ー
ス
や
脳
梗
塞
の
後
遺
症
に
よ

る
ケ
ー
ス
で
避
け
ら
れ
な
い
も
の

も
多
く
あ
り
ま
す
。
入
院
し
て
治

療
を
施
す
所
も
あ
り
ま
す
。
し
か

養
状
態
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
っ
て
い
な
い
入
れ
歯

は
汚
れ
も
た
ま
り
や
す
く
、
誤ご

え
ん嚥

性
肺
炎
の
原
因
に
も
な
り
ま
す

【
図
３
】。

　

き
ち
ん
と
入
れ
歯
を
入
れ
て
、

適
切
な
栄
養
を
取
る
こ
と
は
入
院

期
間
が
短
く
な
る
と
い
う
こ
と
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
た

と
え
入
院
中
で
も
修
理
、
新
製
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
実
際
に
入

れ
歯
を
修
理
し
、
栄
養
を
取
る
こ

と
で
覚
醒
状
態
が
よ
く
な
っ
た
ケ

ー
ス
は
多
々
あ
り
ま
す
。

～
フ
レ
イ
ル
予
防
～

　

訪
問
診
療
を
私
が
担
当
し
て
４
年
目
に
な
り
ま
す
。

２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以
上
の
割
合
は
30
％
を
超
え
る
と
の

試
算
が
出
て
お
り
、
す
で
に
超
え
て
い
る
地
域
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
こ
の
利
根
沼
田
地
域
で
も
往
診
先
の
患
者
様
は

軒
並
み
90
代
、
80
代
前
半
の
方
な
ど
は
若
い
と
さ
え
思
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

治
療
の
内
容
は
入
れ
歯
に
関
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

最
近
多
く
寄
せ
ら
れ
る
相
談
は
長
期
入
院
か
ら
退
院
し
た
ら

上
手
く
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
、
あ
る
い
は
む
せ
て
食
べ
ら

れ
な
い
と
い
っ
た
方
で
す
。
身
の
回
り
に
も
も
し
か
し
た
ら

そ
の
よ
う
な
方
が
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

利根歯科診療所

背は90度
あごは引き気味

からだとテーブ
ルの間に、握り
こぶし１つぐら
いのすき間

テーブルの高さ
は腕を乗せて、
ひじが90度に
曲がるくらい

イスの座面の高
さは、ひざが90
度に曲がるくらい

足の裏は床（難し
い場合はフットレ
スト）にきちんと
つく高さ

歯科医長

金 子 貴 紀

山

寺

の

由

緒

名

木

百

日

紅

茶

摘

女
の
赤

手

甲
や

空

清
し

曲

屋
の
裏

門

閉

ぢ
て
青

葉

雨

苔
の
花

石
の
こ
ゑ
聴
く
御

首

塚

薫
風
の
欄
間
の
細
工
擦
り
抜
け
て

初
バ
イ
ト
で
グ
ラ
ス
貰
い
し
柿
若
葉

岩

肌
の
神
の
い
た
づ
ら
河

鹿

笛

初
夏
の
曲
屋
の
炉
を
燃
え
た
た
す

上

州

も

住

め
ば
都

よ

若

葉

風

茅
葺
の
屋
根
ふ
く
ら
ま
せ
走
り
梅
雨

雲

海
を
残

雪
の
岳

見

下
ろ
し
つ

滝
し
ぶ
く
三
ヶ
国
語
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

カ
ラ
オ
ケ
へ
額
集
め
て
曲
を
選
る

味

見
ま
だ
妻

会

心
の
草
だ
ん
ご

稼
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日　時  7月9日（土）

会場・時間
　利根歯科診療所
　　受付 13：20～
　　集まり次第開始
　生協みなかみ歯科
　　受付 13：30～ 開始14：00

参加費  500円（当日受付へ）
　　　  おみやげあります！

持ち物  歯ブラシ

内　容  小学生を対象にお口の中の勉強をし
　　　  ます！　歯科医師、歯科衛生士、技
　　　  工士が教えてくれます。
　　　  汚れても良い服できてください。

申込先  各会場へ申込を！
　　　  利根歯科診療所　  電話：24-9418
　　　  生協みなかみ歯科  電話：25-3399

申込締切  6月30日（木）
　※ただし、定員になり次第締切
　　（利根歯科25人・みなかみ歯科10人）。
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